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電気通信大学　平成17年度シラバス

授業科目名 熱物理学

英文授業科目名 Thermal Physics

開講年度 2005年度 開講年次 １年次

開講学期 ２学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 専門科目-専門基礎科目-選択必修科目

開講学科・専攻 情報通信工学科

担当教官名 島村　勲

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

　 　

【主題および達成目標】

熱エネルギーの利用なくして、人間の活動を考えることはできない。我々の生活に不可欠な熱エネルギー

に関連する物理学の基礎を学び、自然界の法則を理解しよう。

 

目標

１．エネルギー保存則の意味を理解する。

２．熱エネルギーの特性を理解する。

３．熱機関の効率には上限があることを理解する。

４．不可逆な過程を表すエントロピーの概念を理解する。

５．分子集団の運動を通じて熱現象を理解し、エントロピーの概念を再認識する。

【前もって履修しておくべき科目】

「なし」

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

微分積分学第一

【教科書等】

参考書：『なーるほど！の熱学』伊東敏雄著，学術図書出版
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【授業内容とその進め方】

  １．熱平衡と温度，状態方程式

  ２．熱と仕事

  ３．熱力学第１法則

　４．理想気体の内部エネルギー

　５．カルノーサイクル

　６．熱力学第２法則

　７．カルノーの定理と熱力学的温度

  ８．不可逆過程とエントロピー増加の原理

　９．熱力学関数と熱力学関係式

１０．気体分子運動論

１１．気体分子の分布確率

１２．エントロピーの微視的解釈

１３．古典統計力学の基礎

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

授業中に配布したプリントの持ち込みを許可する学期末試験により評価。

プリント持参でも予めきちんとマスターしていなければ解けない問題であることに注意。

【オフィスアワー：授業相談】

質問等を電子メールで受け付ける。

【学生へのメッセージ】

常に授業に出席し、注意を集中して、論理的に考えながら聞くことが最低限必要。ときどき出席するだけ

では、あるいはプリントを取得するだけでは結局理解できなくなり、したがって興味ももてなくなる。ま

た、ふだんから演習問題を解く訓練を怠らないようにしよう。熱物理学は、問題を自分で実際に解くこと

により会得できるようになる。

【その他】

　


